
『
提
綱
答
古
知
幾』
の
語
柔

『提綱答古知幾』の詩集

乙
と
に
翻
訳
兵
書の一
例
と
し
て
採
り
上
げ
る
『
提
綱
答
古知
幾』
は、
そ

マ
ヲ
!
ル
ウ
イ
ゴ

の
総
論
に
「
千
八
百
五
十三
年
和
蘭
官
軍
歩
兵隊
七
代
璃
容
児
職
友
唆
格

ノ1プ
諾
布
識」
と
あ
る
も
の
で
あ
る。
原
書の
伝
存につ
い
て
確
か
め
る
暇
が
無

く、
原
文
と
対照
す
る
ζ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る。
訳
者につ
い
て

は
記
載
が
無
く、
知
る乙
と
が
で
き
な
い。
訳
述の
時
期
も
わ
か
ら
な
い。

今、
本
文は
東北
大
学
蔵
狩
野
文
庫
本
に
よ
る
が、
四
巻
七
冊の
写
本で、
東

京
仙
台
藩
邸の
印が
あ
る。
奥に
「
文
久三
年実亥
年
九
月
日
霞
円
蔵」

と
記
し
て
い
る
が、
「
霞」
「
円」
二
字の
下は
墨で
消し
て
あ
り、
ま
た、
巻

頭に
「
霞
仙」
と
い
う
印
が
押し
て
あ
るの
に
よ
れ
ば、
正
し
く
は
「
震
仙

園」
と
い
う
の
か
と
思
う。
文
久三
年は一
八
六三
年で、
原
著
成
立の一
八

五
三
年
か
ら
十
年
後で
あ
る
が、
乙
の
十
年の
間に
翻
訳
が
行
わ
れ、
筆
写
が

行
わ
れ
た
と
と
が
わ
か
る。
筆
写の
本
文は
誤
字
が
極め
て
多
く、
中に
は
文

意
が
よ
く
通
じ
な
い
所
も
あ
り、
忽
率の
閤
に
筆
写
が
行
わ
れ
た乙
と
を
恩
わ

せ
る。
当
時、
兵
書に
対
す
る
需
要
が
切
実で
あっ
た
乙
と
が
感
じ
ら
れ
る。

『
国
害
総
目
録』
に
よ
れ
ば、
本
書は、
静
嘉
堂
文
庫・
葵
文
庫・
尊
経
閤
文
庫

に
蔵
本
が
あ
る
由で、
機
を
見て
参
照
し
た
い
と
考
え
て
い
る。
高
野
長
英の

佐

喜
代
治

藤

『三
兵
答
古
知
幾』
は
安
政三
年
(一
八
五
六)
刊
行
さ
れた
が、
そ
の
以
前

に
伝
写
が
行
わ
れて
い
た
か
も
し
れ
ない。
『
提
綱
答
古
知
幾』
は、
そ
の
書

名
か
ら
す
れ
ば、
『三
兵
答
古
知
幾』
を
参
照し
た
よ
う
に
も
見
え
る
が、
本

文につ
い
て
見る
限
り
で
は、
訳
者
が
直
接
参
照
し
た
か
ど
う
か、
明
確で
は

c、。
φん
'v以

上
に
述べ
た
よ
うな
事
情に
よ
り、
本
書の
語
業
全
般
に
わ
たっ
て
考
察

す
る
乙
と
は
妥当
で
ない
点
が
あ
り、
と
乙
で
は、
筆
者が
関
心
を
もっ
た
若

干の
語
繋につ
い
て
観
察を
試
みるこ
と
と
す
る。

本
書で
翻
訳に
用い
た
と
と
ば
は、
今
か
ら
見
れば
奇
異に
感
じ
ら
れ
る
点

が
あっ
て、
当
時
に
おい
て
も一
般に
適用
する
程
度の
もの
で
あっ
た
か
ど

う
か、
疑
わ
し
い
場
合
が
あ
る。
た
とえ
ば、

「ハ
ウッ
ツ
エ
ン」
制ニ
於ル
同盟
政
事訴
し円望日年ノ
保
障ヲ
構
ヘ
タ
ル

陣
地ア
リ。
(二
二
八
章)

此
法ヲ
以テ
千
八
百
十
四
年ノ
野
戦ニ
那
剥
列
翁ハ
官
炉
F
智
y
r制
ニ

於テ
追
撃シ
来ル
同
盟
政
事
ヲ
古川に
逆
撃シ
タ
リ。
(二
四三
章)

の
よ
う
に、
「
同
盟
政
事」
と
い
う
語
を
用い
て
い
る。
パ
ウ
ツェ
ン
(切
さ・
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z
g)
は、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
プ
ロ
シ
ア
と
ロ
シ
ア
の
同
盟
箪を
破っ
た
所
で
あ

る。
『三
兵
答
古
知
幾』
(以
下
「三
兵」
と
略
す。)
に
は、

r
f
信
組
ノ
野
戦ニ、
散
隊ヲ
以
テ、
ダ
山間
炉
抑制

前叫
刊名ニ
設ル
磁
台

ヲ
等フ
例
ア
リ。
(
中
略)
此
戦
闘
中、
共
和
軍ノ
左翼ニ
ハ、
一
斉ニ
幾

多
ノ
放
磁
攻
撃ノ
法ヲ
行ヒ、
払
朗
察
兵モ、
亦
斉ク
之ヲ
放
チ、
且
ツ
相

共
ニ

散
隊ヲ
用ヒ
テ、
敵
ノ
暖
台ヲ
攻
撃ス。
而
此
攻
撃
諸
法
ノ
中、
殊-一

共
和
国ノ
攻
法、
功
多クシ
テ、
払
朗
察
軍ハ、
其
後
此
処ニ
テ、
幾
多ノ

諸
磁ヲ
失フ。
(巻
十二)

と
あ
る
の
は、
同
じ
くパ
ウ
ツェ
ン
の
戦
闘
につ
い
て
述べ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
が、
と
と
で
は
「
共
和
憲」
「
共
和
国」
と
言っ
て
い
る。
乙
の
翻
訳につ

い
て
は
『
提
綱
答
古
知
幾』
(以
下
『提
綱』
と
略
す。)
が
『三
兵』
を
参
照

し
た
か
ど
う
か、
明
ら
か
で
な
く、
「
岡
県
政
事」
「
共
和
国」
の
よ
うに、
訳

語
が
区々
で
動
揺し
て
い
る
さ
ま
を
示し
てい
る。
ま
た、

千
八
百
十二
年
魯
国ノ
陸
戦ノ
時、
此
編
成
法
ヲ
採用シ、
一
度ヒ
勝ヲ

制シ
タル
履
歴ア
リ。
(四
O
章)

歩
兵
隊
各
種
戦
闘
法ノ
名誉
ナル
履
歴ハ
千
八
百
七
年ヨ
リ
千
八
百
十
四

イ

ス

パ

ニ

ア

シ

キ
ル

Z

イ
ラ
ン

ド

年
間
是
班
明
国ニ
於テ
支
幾
爾
島ノ
陵
戦ア
リ。
(五
九
草)

の
よ
うに、
「
履
歴」
と
い
う
語
を、
前
例
ま
た
は
事
例の
意
味で
用
い
て
い

る。
「履
歴」
は
『
辞
源』
に
「
生
平
之
所--
経
歴-
及
所レ
任
之
職
務
也。」
ま

た、
「
後
世
就レ
任
者。
例
須γ
以ニ
出
身・
職
名・
事
跡-
呈申
送
上
官よ。
謂ニ
之

履
歴一。」
と
あ
り、
現
在
も、
ほ
ぽと
ζ
に
言う
よ
う
な
意
味で
用い
て
い
る

が、
『
提
綱』
で
は
右の
よ
う
な
特
異の
意
味K
用い
て
い
る。
ま
た、

鎗ハ
此
兵
器
中
恐
怖スヘ
キ
者ト
ス。
然レ
トモ
此
兵
器ハ
其使
用
甚
タ

習
慣
ヲ
得ル
兵ニ
非ス
ンハ
望ム
処-一
非ス。
(一
三
笠)

行
軍
ハ

用
兵
術ノ一
部
分ニ
シ
テ、
既ニ
平
和
ノ
閣
総
軍ヲ
適
宜ニ
慣
習

セ
シ
ム。
(二
二
九
章)

と
あ
る
よ
う
に、
「
習
慣」
「
慣
習」
を
「
習
熟」
「
熟
練」
の
意
味に
用
い
て

い
る。
ζ
れ
らの
語
が
どの
よ
うに
用い
ら
れ
て
き
た
か
を
ま
だ
明
ら
か
に
し

得
な
い
が、
と
乙
で
は
字
義に
即
し
て
用い
て
い
る
と
言え
る。
と
乙
に
も
翻

訳の一
つ
の
特
色
が
見
ら
れ
る
か
と
思
う。
ま
た、

弾
薬ハ
各
位
抜
的
列
ニ

因テ
相
輸
送ス。
十二
斤
砲
胸
胸ニ
ハ
実
弾

六

十

二
個、
鍍
弾
十
八
個、
柘
棺
弾
十二
個ニ
シ
テ
会
計
九
十
三
発

分。
(四
三

草)此ノ
時ノ
左
翼
ノ
浜ヨ
リハ
事
第
似
ノ
細比
支ノ
霊
長
竜
ノ
外

更
ニ

渡
渉シ
タル
者
ナシ。
之
ヲ
会
計ス
ル
ト
キハ
大
約一
万
人
ナ

リ。

(ニ
七
四
章)

と
れ
らの
例に
見
え
る
「
会
計」
は
今
「
合
計」
とい
う
の
に
相
当
す
る。

「
合
計」
の
窓
味
が
どの
よ
うに
翻
訳
さ
れ
てい
た
か
を
辞
書
類
に
よっ
て
み

る
と、
『和
関
字
奨』
で
は
85
の
項に
「巳
2
8Bg叩
OM)cz
g
桁々
ノ

高
ヲシ
メ
上
グ
ル」。
英
和
辞
典で
は、
『
英
華
和
訳
字
典』
(明
治
十二
年)

(
以
下
『芙
華』
と
略
す。)
に
は、
ωロ自
に、
漢
訳
で
は
「
共
計、
合
計、

A口数、
A口
賑、
総
数、
総
賑、
統
計、
統
算、
総
共」、
和
訳で
は
「ソ
ウ
ケ

ィ、
ソ
ウス
ウ」、
叶D
互
に、
漢
訳
で
は
「
共
係、
共
計、
共算、
総計、

統
算」、
和
訳
で
は
「ソ
ウ
ダ
カ」。
『
明

和
訳
英
辞
書』
(明
治
六
年)
(以
下

タ
カ

キ
ン
ギ
ン
ナ
ト

ツ
モ

『和
訳』
と
略
す。)
に
は、
ωロ自
に
コ局
(金
銀
杯ノ
積
リ
高
ナ
リ)。
頂

上」、
吋口
互
に
「
都
町」。
『
鮒
酎
英
和
字
裳』
(
明
治
六
年)
(以
下
『
英
和』

タ
カ

ザ
ウ
ク
〆

ガ
フ
ス
ウ

才
ホ
ヨ
ゾ

ツ
ゾ
メ

マ
Y
タ
サ

と
略
す。)
に、
ωロ自
に、
「
額、
総
計、
A口
数、
大路、
簡
約、
完
全」、

体，内J，，仇H

吋oz-
K
「
総一角」。
『
独
和
字
典』
(明
治
六
年)
(以
下
『独
和』
と
略
す。)

Hr
〆

ダ

カ

キ
ン

グ

カ

に
は、
ωロヨヨ刊
に
「
全
数、
金一角」
と
あ
る。
こ
れ
らの
例
か
ら
見
れ
ば、
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『
提
綱』
で
「
会
計」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
の
は
慣
用
的
な
も
の
で
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る 。
し
か
し 、
「
会
計」
と
い
う
語
は
古
く
『
周
礼』
地
宮 、

舎
人
に
「
歳
終
則
会ニ
計
其
政一」 。
と
あ
る
よ
う
に 、
古
く
か
ら
官
庁
用
語
と

し
て
用
い
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る 。
ζ
れ
が
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
「
会
計」

で
あ
る
が 、
本
書
で
は
乙
れ
を
本
来
の
字
義
に
従
っ

て
用
い
た
と
言
え
る 。

訳
語
と
し
て
用
い
た
漢
語
に
は
中
国
で
近
世
行
わ
れ
た
語
を
用
い
た
場
合
が

あ
る 。

ヘルトウアフト

騎
兵
ハ
街
坊
外-一
備
へ
テ
誹
偵
ト

ナ
シ 、
旦
ッ 、
塘

報
ノ
職，お
ヲ
任

ス 。
(
九
三
章)

ケレネヘルトフツフト

小

報

塘
(「
小
塘
報」
の
誤
り
か)
ヲ
処
々
ノ
通
路
ニ
在
ラ
シ
メ 、

税

偵
ヲ
イ
タ
シ 、
且 、
夜
中
斥
候
ヲ
シ
テ
保
障
ノ
全
周
ヲ
巡
行
鑑
察
セ
シ

ム 。
(一
二
五
章)

塘
報
ノ
司
令
官
及
ヒ

諸
配
備
兵
ノ
司
令
官
兵(
「
兵」
は
街
か 。)
枢
要
ト

ス
ル
職
務
ハ
務
メ
テ
地
利
ヲ
察
カ
ニ
シ 、
ソ
ノ
国
ノ
境
内
ニ
在
ス
住
民
ヲ
詰

問
ス
ヘ
シ 。
(一
四
八
章)

と
れ
ら
の
例
に
見
え
る
「
塘
報」
は
見
張
り
の
意
に
用
い
て
い
る 。
「
塘
報」

は
『
大
清
会
血(』
兵
部
に
よ
れ
ば 、
清
朝
の
職
制
に
あ
り 、
通
報
を
つ
か
さ
ど

る
も
の
で
あ
る
が 、
一
般
に
は
見
張
り
の
意
に
用
い
る 。
今 、
原
語
を
確
か
め

得
な
い
が 、
『
和
蘭
字
奨』
に
は
唱曲間門町
に
「
番」
ま
た
「
番
シ
テ
居
ル
者

共」
と
い
う
訳
が
あ
る 。
と
の
訳
語
は
俗
語
で
あ
り 、
ま
た
注
解
に
近
い
も
の

で 、
訳
文
で
は
文
章
を
整
え
る
た
め
に
「
塘
報」
と
い
う
語
を
借
り
た
の
で
あ

ろ
う 。
ま
た 、
た
と
え
ば 、

後
軍
ハ
固
ク
姑
立
シ
テ
旋
師
ヲ
擁
護
シ 、
終-一
陸
続
シ
テ
旋
師
ス
ヘ
シ 。

(
二
八
四
章)

歩
兵
若
シ
暫
時
姑
立
ス
ル
ト

キ
ハ 、
敵
ノ
砲
兵
発
射
中
ニ
裸
姑
ス
ル
コ
卜

『提綱答古 知幾』 の 語 繋

屡
ナ
リ 。

(
六
六
章)

の
よ
う
に 、
「
姑
立」
ま
た
は
「
裸
姑」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
が 、
「
枯」

と
い
う
字
も
中
国
で
は
近
世
に
見
ら
れ
る
も
の
で 、
「
姑
立」
は
『
福
恵
全
書』

ア」、
坐レ
堂
時
承
印
姑ニ
立
堂
第
之
左- 。
門
子
姑ニ
立
堂
鐘
之
右- 。

出ニ
堂
規)

と
い
う
例
が
あ
る 。

乙
れ
ら
の
語
は
現
在
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が 、
中
国
近
世
に
お
い

て 、
少
な
く
も
官
庁
用
語 、
な
い
し

実
用
語
と
し
て
行
わ
れ 、
わ
が
国
に
も
知

ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
翻
訳
に
当
た
っ

て
ζ
れ
ら
の
語
を
応
用
し

た
の
で
あ
っ

て 、
注
目
す
べ
き
点
の一
っ
と
考
え
ら
れ
る 。
演
習
と
い
う
誇
も

類
例
の一
つ
で
あ
る 。

F
官
官
官
丈志蹴
ノ
語
ハ
其
意
味
定
限
有
リ 。

兵
士一一
武
器
ヲ
携
ヘ
シ

メ 、
前
章
開
載
セ
ル
使
用
ヲ
教
操
セ
シ
ム
ル
ヲ
云 。
(一
五
章)

と
乙
に
見
え
る
「
演
習」
と
い
う
語
は
す
で
に
『
三
兵』
に
も
見
え 、
た
と
え

ぷ」。、

(
誼
位
部

磁
兵
ノ
功
用
多
キ
ハ 、
他
兵-一
比
ス
レ
パ 、
殊一一
其
兵
士
ノ
演
習
卜 、
自

得
ス
ル
術
ニ
係
ル
コ
ト

多
シ
ト

ス 。
(
巻
十
八)

の
よ
う
に
用
い
て
い
る 。
橋
本
左
内
の
書
簡
に
も 、

俄
仕
立
之
陣
隊
も
大
に
出
来
宜 、
随
分
上
段
之
中
に
で
も
上
之
方
に
附
候

位 、
尤
其
前
に
は
必
至
演
習
も
有レ
之
候
事
に
御
座
候 。
(
安
政
四
年
十
月
七

日)
と
い
う
例
が
あ
る 。
軍
隊
用
語
と
し
て
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

ナ孟フヒコム

が 、
と
の
語
は
『
書
言
字
考
節
用
集』
に
「
演
習」
と
あ
り 、
典
拠
と
し
て

『
文
公
家
礼』
を
あ
げ
て
い
る
が 、
文
公
家
礼
に
は
そ
の
例
が
見
当
た
ら
な
い 。
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し
か
し 、
中
国
で
は
近
世
「
演
習」
と
い
う
語
が
行
わ
れ
た
よ
う
で 、
「
演」

と
い
う
字
は 、
宋
本
『
玉
篤』
に
「
計
也 。
長
也 。
延
也 。
長
流
也 。
又
水
門

也 。」
と
あ
る
が 、
『
続
字
繋
補』
に
は
「
演
習」
と
い
う
注
が
あ
る 。
本
来

は 、
ひ
ろ
く
訓
練 、
練
習
の
意
味
で
用
い
た
の
が 、
兵
書
で
用
い
る
乙
と
に
よ

っ
て
意
味
が
限
定
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
原
語
と
思
わ
れ
る

a
Rn
E巾
は 、
『
和
蘭
字
実』
に
は
乙
の
語
が
無
く 、
『
英
筆』
で
は
切H
2n-
8

に 、
漠
訳
に
「
習 、
線 、
習
線 、
教
線 、
操 、
操
線 、
訓
練」 、
和
訳
に
「
ナ

ラ
フ」 、
g
z
qn-
8
8
5-o
g
k
は 、
漢
訳
に
「
操
兵 、
練
兵 、
演
兵」 、

ケ

イ
コ

プ
ン
シ
ヲ

ヲ

ν

ン
パ

ウ

和
訳
に
「
ヘ
イ
ヲ
ネ
ル」
と
あ
る 。
『
和
訳』
で
は
「
稽
古 、
文
章 、
練
法 、

ヲザ
モチ

レンペイ
hyウクユタ

ケイコ
ウンVO
ツカヒ
ナラヒ

業 、
用
ヒ 、

練
兵 、
習
熟」 、
『+失
和』
で
は
『
演
習 、
運
動 、
使
用 、
習
慣 、

ゾ

ウ
ν

ン

シ

ヨ

タ

ゲ
フ

シ

ゴ

P

レ

イ
ハ

イ

プ
ン

シ

ヤ

ヲ

操
線 、
職
業 、
工
課 、
礼
拝 、
文
章」
と
あ
っ

て 、
程
々
の
訳
語
が
見
え
る

が 、
そ
の
中
で
「
演
習」
が
軍
隊
用
語
と
し
て
定
着
し
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ

る 。
勝
海
舟
の
『
陸
軍
歴
史』
の
三
兵
伝
習
に 、

卯
九
月
伝
習
歩
兵
演
習
時
限
之
割

六
時
起

六
時
十
二
分
人
員
改
掃
除

六
時
半
食
餌
日山醐一幹一日初
演
習

什一一山町民
り

小
頭
願
稽
古

十

時「
ラ
ポ
1」

十一
時
十
五
分
昼
人
員
改

時
午
飯

一一一隅判的
演
習

六
時
夕
飯

八
時
夜
人
員
改

格
別
勉
励
の
兵
士
は
人
員
改
後
遊
歩
を
許
す

同
断
下
役
は
十
時
迄
を
許
す

と
あ
る 。
乙
乙
に
見
え
る
「
卯
九
月」
は
慶
応
四
年
(
明
治
元
年)
の
乙
と
で

あ
る 。
と
の
「
演
習」
の
ほ
か
に 、
「
調
練」
「
操
練」
等
の
語
も
多
く
用
い
ら

れ
て
い
て 、
そ
れ
ら
に
使
い
分
け
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
ま
だ
確
か
め
て
い
な

な
お 、
以
上
の
ほ
か
に 、
当
時一
般
に
適
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
語
も
見
え

る 。
た
と
え
ば 、

是
ノ
如
キ
点
処
ハ
務
メ
テ
堅
固
ニ
ナ
シ 、
柵
ノ
(「
ヲ」
の
誤
り)

設
ク

ル
ハ
当
然
ニ
シ
テ
容
易
ナ
ル
手
術
上玄
フ
ヘ
シ 。
(
九
九
章)

其
故
ハ
樹
脇陣
中
他
ノ
閉
路
ア
ル
ハ 、
此
彼
ノ
方
法-一
因
ツ
テ
之
ヲ
蔽
匿
ス

ル
ノ
手
術
少
ケ
レ
パ
ナ
リ 。

(一
O
三
章)

の
よ
う
に 、
「
手
術」
と
い
う
語
を
手
段
の
意
味
で
用
い
て
い
る
が 、
こ
れ
は

注一

乙
の
時
代
の一
般
的
な
用
い
方
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る 。
ま
た 、

E
ツ
若
シ
塘
報
前-一
出
張
シ
タ
ル
処
ナ
レ
ハ 、
斥
候
ハ
当
時
占
領
シ
タ
ル

旧
位
ニ
在
ラ
シ
メ 、
止
ム
ヲ
得
サ
ル
ニ
非
ス
ン
ハ
転
移
ス
ル
コ
ト

ナ
カ
レ 。

(一
四
八
章)

ではる

の
よ
う
K 、
「
出
張」
と
い
う
例
が
あ
る
が 、
乙
れ
は
「
出
張」
を立回
読
し
た

も
の
で 、
ζ
れ
も
当
時
慣
用
さ
れ
た
語
と
考
え
ら
れ
る 。

4 

十

『
提
綱』
で
は
た
と
え
ば 、

都
テ
時
間
ヲ
費
シ 、
且
ツ
工
ニ
過
ル
事
ハ
殊
ニ
遊
ケ
ス
ン
ハ
有
ル
ヘ
カ
ラ

ス 。
(
二
三
章)

二
倍
ノ
時
間
ヲ
費
ス
患
有
リ “

(
二
五
章)

之
ガ
為
メ
ニ
時
間
ノ
費
ル
ヲ
着
限
セ
サ
ル
時 、
此
隊
制
ヲ
用
ヒ
テ
利
有
リ

ト
ス 。
(
三
七
章)

両
翼
ノ
内一
翼
ヨ
リ

始 、
(
割
注
省
略)
市
シ
テ
適
宜
ノ
時
間
ヲ
守
リ 、

他
翼
ノ
方
ニ
函
次-一
波
及
セ
シ
ム 。
(
四
九
窓)

の
よ
う
に 、
「
時
間」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
が 、
『
三
兵』
で
は 、
「
時
間」

と
き一口
う
べ
き
と
ζ
ろ
を
「
時
刻」
と
言
っ

て
い
る 。
た
と
え
ば 、

此
ハ
其
時
ニ
臨
デ 、
種
々
変
化
ス
ル
カ
故-一 、
其
時
刻
ヲ
費
耗
ス
ル
所 、



預
メ
正
算
シ
難
キ
ニ
至
ル 。
(
巻
七)

軍
行一
縦
隊
ヲ
要
ス
ル
時
ハ 、
其
隊
ノ
長
サ
ニ
準
さ
え
其
時
刻
ノ
費 、

次
第
ニ
増
進
ス 。
(
巻
七)

此
法
簡
易
ニ
シ
テ 、
以
テ
大
ニ
時
刻
ヲ
消
耗
ス
ル
怠
ナ
シ 。
(
巻
七)

問
テ
目 。
汝
其
細
比
支
隊
ヲ
領
シ
テ 、
此
高
所-一
到
ル
ニ
ハ 、
幾
多
ノ
時

刻
ヲ
要
セ
ン
ヤ
ト 。

(
巻
八)

と
あ
る 。
『
提
綱』
で
も 、

敵
兵
ヲ
シ
テ
吾
前
軍
ノ
占
領
セ
ル
地
位
ヨ
リ
中
軍
屯
棄
場
迄
ノ
間
隔
ヲ
進

達
ス
ル
ニ
一
倍
半
ノ
時
刻
ヲ
費
サ
シ
ム 。
(
二
五一
意)

の
よ
う
に 、
「
時
刻」
と
言
い 、
ま
た 、
『
三
兵』
で
は 、

此
軍
行
中 、
兵
士
ノ
精
力
ヲ
養
フ
法 、
其
全
路
程
ヲ
分
ツ
テ 、
三
部
ト

ナ

シ 、
兵
士
其一
部
ヲ
過
ル
ト

キ
ハ 、
此
処
ニ
テ
三
時
間
ノ
小
休
憩
ヲ
行ヒ、

(
原
注
省
略) 、
而
此
間
ニ
於
テ 、
飲
食
ヲ
製
造
セ
シ
メ 、
又
行
ク
コ
ト 、

一

部
ノ
後
ハ 、
四
時
間
ノ
休
憩
安
臥
ヲ
許
シ 、
而
終
リ
ノ一
部
ヲ
過
尽
ル
後

ハ 、
此
処一一
テ 、
少
ナ
ク
モ 、
六
時
間
ノ
休
憩
ヲ
為
サ
シ
メ 、
(
巻
六)

の
よ
う
に 、
時
間
の
長
さ
に
つ
い
て
言
う
場
合
は 、
「
三
時
間」
「
四
時
間」
の

よ
う
に 、
「
時
間」
と
言
っ

て
い
る
が 、
乙
れ
は
コニ
|

時
間」
「
四
|

時
間」

で
は
な
く 、
「
三
時
|

間」
「
五
時
|

間」
と
い
う
構
成
と
考
え
ら
れ
る 。

尋
常
箪
行一
日
ニ
シ
テ 、
其
問
少
ナ
ク
モ 、
夜
中
六
時
ノ
休
憩
ヲ
要
ス 。

(
巻
六)

の
よ
う
に 、
「
六
時
間」
と
言
わ
ず 、
「
六
時」
と
言
っ

て
い
る
場
合
が
あ
る 。

「
時
刻」
と
い
う
語
は
古
く
か
ら
見
え 、
『
宋
書』
薪
皇
后
伝
に 、

毎
旦
入-一
朝
太
后一。
未三
嘗
失ニ
時
刻- 。

と
い
う
例
が
あ
る 。
宋
の
武
帝
は
継
母
で
あ
る
粛
皇
后
に
対
し
て
孝
心
が
深

く 、
毎
朝
あ
い
さ
つ
に
出
向
き 、
時
刻
を
違
え
る
乙
と
が
無
か
っ
た
と
い
う
の

『提綱答古知幾』の語業

で
あ
る 。
乙
の
場
合 、
「
時
刻」
の
「
刻」
は
「
漏
刻」
と
い
う
語
に
基
づ
い

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
『
南
史』
謝
微
伝
に 、

時
貌
中
山
王
元
略
還レ
北 。
梁
武
帝
銭ニ
於
武
徳
殿- 。
賦レ
詩
三
十
韻 。
限

ニ
三
刻-
成。
微
二
刻
使
就。
文
甚
美。

と
あ
る 。
北
貌
の
中
山
王
元
略
は
梁
の
武
帝
の
厚
遇
を
受
け
て
い
た
が 、
北
方

に
帰
る
に
当
た
っ

て
送
別
の
宴
に
詩
作が
行
わ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が 、
と

こ
に
コニ
刻」
「
二
刻」
と
い
う
の
は 、
時
間
の
経
過
を
示
す
も
の
で
あ
っ

て 、

そ
の
点
か
ら
考
え
れ
ば 、
「
時
刻」
を
「
時
間」
の
意
味
に
用
い
る
余
地
も
あ

る
わ
け
で
あ
る 。
『
三
兵』
で
「
時
刻」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
の
は
漢
文

に
お
け
る
慣
用
に
従
っ
た
も
の
と岡山
わ
れ
る 。

『
和
蘭
字
梁』
で
は
仲
立
を
「
時」 、
EH
も
「
時」
と
訳
し 、
「
彼
国
ノ一

時
ニ
シ
テ
日
本
ノ
半
時
ナ
リ」
と
い
う
注
を
加
え
て
い
る 。
『
改正
増
補
蛮
語

築』
で
は
午仏
に
「
時
節」
を
当
て 、
会
話
例
で
は
「
我
当ニ
辞
去一
底
時
刻

至
失」
の
「
時
刻」
に
相
当
す
る
の
が
門
主
で
あ
る 。
『
芙
華』
で
は 、
門戸
自由

に 、
漢
訳
で
「
時 、
時
候 、
光
陰 、
辰 、
時
節」 、
和
訳
で
「
ト

キ 、
ジ
セ
ツ 、

ジ
ダ
イ」 、
2
2
1
F
E
白口
r
g円 ・
2-
Bm
に 、
漢
訳
で
「一
点
鐙
之
間」 、

和
訳
で
「
イ
チ
ジ
カ
ン
ノ
ウ
チ-
こ
と
あ
る 。
ま
た o
roロ円
に
つ
い
て
は 、

z
g
q
F
RHr
官
ユ
色
白
含可
に
渓
訳
で
「一
日
二
十
四
之
ご 、
和
訳

で
「
イ
チ
ニ
チ
ノ
ニ
ジ
フ
シ
プ
ン
ノ
イ
チ」 、
同ロ
rD
5
K
は
漠
訳
に
「一
点

鐙」 、
和
訳
に
「
ヒ
ト
ト

キ」
と
あ
る 。
『
和
訳』
で
は
ご
日刊
に
「
時 、
度 、

トキ

拍
子
ノ
長
短」 、
ro
去
に
「
時
(一
時
二
時
ノ) 、
時
刻」 、
『
英
和』
で
は 、

トキ
ド
ツキヒ
タダ4
オンセツ

Z
S刊
に 、
「
時 、
度 、
光
陰 、
時
代 、
音
節」 、
そ
の
第
二
版
(
明
治
十
五
年)

で
は 、
こ
の
ほ
か
に
「
時
間 、
時
節」
が
加
え
ら
れ
て
い
る 。
ゲO
R
に
は

トキ
ワガハン

ゴ

「
時
(
我
半
時) 、
期 、
時
刻」 、
第
二
版
で
は
「
時(一
日
ノ
二
十
四
分
ノ
ご 、

LFキ
ク
キ
タラ

ヒョウγ

期 、
時
刻」 。
ま
た 、
『
独
和』
で
は 、

口止
に
「
時 、
時
季 、
募
シ 、
柏
子 、

5 



時
節 、
時
(
働
詞
/)」
と
あ
り 、
ほ
か
に 、
N開
EHH
gN
K
「
時
ノ
長
サ 、
時

間」 、
N
Z円
吉
田
に
「
時
間」
と
あ
る 。
ζ
れ
ら
の
訳
例
を
見
る
と 、
「
時
間」

は 、
時
の
長
さ 、
時
の
経
過
と
い
う
意
味
を
込
め
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

り 、
そ
う
い
う
意
識
が
は
た
ら
い
て 、
門戸
50
を
単
に
「
時
間」
と
訳
す
ζ
と

は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う 。
そ
れ
に
し
て
も 、
『
提
綱』
で
「
時
間」
と
い
う

語
を
用
い
て
い
る
の
は 、
用
例
と
し
て
は
古
い
方
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る 。

ま
た 、
『
提
綱』
に 、

スタップ

騎
兵
隊
ハ
平
坦
ノ
地一一
於
テ
序
行
ス
ル
時ハ
一
小
時
間
大
率、不一
小
時
行

間
関w
ヲ
経
過
ス 。
野
中日
ニ
ハ
一
小
時
間
ノ
四
分一
ニ
於
テ
二
分一
小
時
ヨ

リ
四
分一
小
時
行
ヲ
経
過
ス 。
而
シ
テ
四
分一
半
駄一
時
間
ヲ
耐
ユ
ル
者
ト

ス 。
(一
=一
背中)

と
あ
る
よ
う
に 、
「
小
時」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
が 、
「一
小
時」
は
今
言

う
ご
時
間」
に
相
当
す
る 。
従
っ

て 、
「
二
分一
小
時」
は
三
十
分 、
「
四
分

一
小
時」
は
十
五
分 、
「
四
分一
半
時
間」
が
七
分
半
に
な
る 。

塘
報
ノ
各
兵
士
ハ
二
十
四
小
時
立ド町村蜘斗鯨岬一部/
ノ
八
小
時
羽目岬附ノ

ヨ
リ

久
シ
ク
斥
候
ノ
職-一
填
ス
ヘ
カ
ラ
ス 。
(一
四
八
章)

と
あ
る
「
二
十
四
小
時」
は一
昼
夜 、
「
二
四
小
時」
は
八
時
間
を
さ
す
と
考

え
ら
れ
る 。
志
筑
忠
雄
の
『
暦
象
新
書』
の
凡
例
に 、

一
昼
夜
を
二
十
四
時
と
し 、
六
十
分
時
の一
を
分
と
し 、
六
十
分
分
の一

を
秒
と
し 、
六
十
分
秒
の一
を
忽
と
す 。
度
の
分
秒
も
亦
之
に
同
じ 。
按
ず

る
に 、
今
清
に
用
ゆ
る
所
も
亦
此
と一
也 。
但
し
時
の
十
五
分
を
一
刻
と

し 、
四
刻
を一
小
時
と
す 。

と
あ
っ

て 、
「
小
時」
も
中
国
で
清
の
時
代
に
行
わ
れ
た
語
で
あ
る
ζ
と
が
わ

か
る 。
右
の
訳
文
で
「
四
分一
小
時」
「
四
分一
半
時
間」
と
言っ
て
い
る
の

も 、
「一
刻」
を
単
位
と
す
る
観
念
に
基
づ
い
て
い
る
と
見
ら

れ
る 。
な
お 、

通
常
歩
兵
隊
ハ
進
行
ノ
遅
速
ヲ
平
均
シ
テ一
分
時
間
百
歩 、
即
チ
七
十
五

会
爾
ヲ
経
過
ス 。
(一
三
章)

と
い
う
例
が
あ
る 。
「
会
爾」
は
英
語
の
巾ロ
に
当
た
る
語 。
ま
た 、

歩
兵
銃
ヲ
以
テ
ハ
一
分
時
間
ニ
於
テ
其
発
射
二
回
ヨ
リ

多
キ
ヲ
得
ル
事
能

ワ
ス 。
(一
三
章)

と
い
う
例
が
あ
る 。
乙
れ
ら
の
例
に
見
え
る
ご
分
時
間」
は
今
ご
分」
と

-一百
う
の
に
当
た
る 。
『
三
兵』
で
は 、
た
と
え
ば 、

歩
兵
ハ
疾
歩
ニ
ハ
一
密
扱
多
笠川
町完イ
併肘
ノ
間ニ
百
五
十
歩
ト

ス 。
(
巻

六)又
平
歩
ハ 、
一
密
掠
多
ノ
間
ニ
百
十
歩
ト

ス 。
(
巻
六)

の
よ
う
に 、
「
密
扱
多」
と
音
訳
し
て
い
る
が 、
ま
た 、
た
と
え
ば 、

比
行
軍
中ニ
モ 、
亦
上
ニ
示
ス 、
休
時
ノ
外 、
尚
十
分
時た効
博パが44←時

ヨ
リ 、

十
五
分
時
ノ
小
休
憩
ヲ
要
ス 。
(
巻
六)

の
よ
う
に 、
「
分
時」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
が 、
ζ
乙
に
割
注
で
示
し
て

い
る
よ
う
に 、
「
分
時」
と
い
う
語
が
ま
だ
広
く
行
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う 。
『
提
綱』
で
「
分
時」
に
「
ミ
ニ
ユ
l
ト」
と
い
う
ふ
り
仮
名
を

加
え
て
い
る
の
も 、
「
分
時」
が
訳
語
と
し
て
ま
だ
熟
し
て
い
な
い
乙
と
を
示

注二

し
て
い
る 。
柴
田
剛
中
の
渡
欧
日
記
に 、

蒸
気
車
会
所
に
て
暫
く
待
合 、
第
十
時
七
ミ
ニ
ュ
l
ト

前
発
車 。

第
七
時
十一
ミ
ニ
ュ
l
ト

過 、
車
を
出
す 。

の
よ
う
に 、
「
ミ
ニ
ュ
l
ト」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
が 、
乙
れ
は
慶
応
元

年
七
月
の
記
事
で
あ
る 。
『
和
蘭
字
奨』
で
は
自
zp
r
を
「一
分」
と
訳
し 、

「
此
方
ノ一
時
ノ
百
廿
分
ノ
て
和
蘭
国
ノ一
時
六
十
分
ノ一
ナ
リ」
と
い
う

注
を
加
え
て
い
る 。
『
英
華』
で
は 、
渓
訳
に
「
細
微 、
細
附」 、
和
訳
に
「
ブ

プンダ

ン
(
分
即一
時
六
十
分
之一)」
と
あ
る 。
『
和
訳』
に
「
分
時
(
彼
邦
/一
時

6 



プンク

六
十
分
ノ
ご」 、
『
英
和』
に
「
分
時
(
西
洋一
時
ノ
六
十
分
こ」 、
そ
の
第

プンク

ジ

二
版
に
は
「
分
時 、
一
分」
と
あ
る 。
『
独
和』
に
も
「
分
時
(
彼
邦
ノ一
時

プン

ノ
六
十
分
ノ
一
ご
と
あ
る 。
と
の
よ
う
に 、
「
分
時」
「
分」
と
い
う
訳
は
早

く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が 、
初
め
は
「
プ
ン」
と
濁
音
に
言
っ
た
と
考
え
ら
れ

る 。
『
言
海』
に
は
「
ふ
ん」
と 、
清
音
の
語
が
あ
げ
で
あ
り 、
後
に
清
音
に

変
わ
っ

た
の
で
あ
ろ
う 。

ち
な
み
に 、
先
に
「
時
間」
の
用
例
と
し
て
あ
げ
た
文
に 、

二
倍
ノ
時
間
ヲ
費
ス
患
有
リ 。

(
二
五
章)

と
あ
り 、
「
二
倍」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
が 、
『
三
兵』
で
は 、

其
時
刻
ノ
消
耗 、
行
軍
ノ
始
メ
ト

雄
モ 、
上
ノ一
倍
ヲ
以
テ
之
ヲ
算
ス
ベ

シ 。
(
巻
七)

伴
碁
陣
ヲ
以
テ 、
図
軍
ス
ル
ニ
ハ 、
一
定
ノ
路
程
ヲ
経
過
ス
ル
ニ 、
常
ニ

一
倍
ノ
時
刻
ヲ
費
耗
シ 、
(
巻
十)

の
よ
う
に
「一
倍」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る 。
『
提
綱』
に
も 、
先
に
「
時

刻」
の
例
に
あ
げ
た
が 、

敵
兵
ヲ
シ
テ豆口
前
軍
ノ
占
領
セ
ル
地
位
ヨ
リ
中
軍
屯
棄
場
迄
ノ
間
隔
ヲ
進

達
ス
ル
ニ
一
倍
半
ノ
時
刻
ヲ
費
サ
シ
ム 。
(
二
五
二
三

の
よ
う
に 、
「一
倍
半」
と
言
っ

て
い
る 。
と
れ
を
辞
書
類
で
見
る
と 、
『
和
蘭

字
業』
で
は
ιErr
己
に
「
二
重」
と
あ
る
が 、
り
g
E一rr巾
丘四
円Hb
g陶酔
に

「『
デ
ュ
カ
l
ド』

一
倍
ノ

値ノ
金
銭」
と
あ
る 。
『
英
釜十』
で
は
吋
inm
の
中

で 、
同
耳目no
g
B
Er
の
渓
訳
に
「
両
咽
附
多 、
二
倍
之
多 、
両
倍
子」 、
和

訳
に
「
オ
ホ
キ
コ
ト

ニ
パ
イ」 、
叶
司oa
r-仏
に 、
漢
訳
に
「
両
倍 、
双
倍」 、

和
訳
「ニ
パ
イ
ノ」
と
あ
り 、
『
英
和』
に
は 、
吋
dg
r
z
に
「
二
重-一 、
二

倍ニ
」
と
あ
る 。
唐
の
李
端
の
「
宿ニ
准
浦-
憶=
司
空
文
明日」
と
い
う
詩
に 、

愁
心一
倍
長=
離
憂一

夜
思
千
重
恋--
旧
遊-

『提綱答古知幾』の語集

と
い
う
句
が
あ
り 、
「一
倍」
が
古
い
言
い
方
で
あ
っ

た
よ
う
に
も
恩
わ
れ

る 。
{子
義
に
即
し
て
言
え
ば 、
「
半」
に
対
し
て
単
に
「
倍」
と
言
っ

て
す
む

の
で
あ
る
が 、
「
三
倍」
「
五
倍」
と
い
う
言
い
方
に
対
し
て
「一
倍」
と
い
う

言
い
方
も
生
じ
た
か
と
思
わ
れ
る 。
た
だ 、
『
英
華』
に
見
ら
れ
る
「
二
倍」

「
両
倍」
「
双
倍」
と
い
う
言
い
方
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
か 、
あ
る
い

は 、
翻
訳
に
よ
っ

て
新
た
に
生
じ
た
も
の
か 、
な
お 、
考
究
を
要
す
る 。
「一

倍」
が
「
二
倍」
よ
り
も
古
い
言
い
方
で
あ
る
と
す
れ
ば 、
『
三
兵』
で
「一

倍」
と
言
っ

て
い
る
の
は
古
い
言
い
方
と
い
う
ζ
と
に
な
る 。
勝
海
舟
の
『
陸

軍
歴
史』
の
兵
鈎
経
費
に
収
め
た
記
録
に
よ
れ
ば 、
「
大
砲一
座
役
々
兵
賦
共

凡
御
入
用」
の
中
に 、
た
と
え
ば 、

米
四
拾
九
石
五
斗
六
升

差
図
役
頭
取

壱
人

是
は
壱
ケ
年
凡
日
数
三
百
五
十
四
日一
日
壱
人
米
五
合
つ
〉

十
四
人

扶
持一
倍
之
積

と
あ
る
が 、
一
人一
日
米
五
合
の
割
合
で
十
四
人
扶
持
の一
倍
は
四
十
九
石

五
斗
六
升
で 、
と
乙
に
言
う
「一
倍」
は
今
「
二
倍」
と
言
う
の
と
同
じ
で

あ
る 。
同
様
に
し
て 、
大
御
番
格
差
図
役
動
方
二
人
分
は
十
人
扶
持一
倍
の

計
算
で 、
七
十
石
八
斗
支
給
さ
れ
る 。
と
れ
は
慶
応
元
年
ご
ろ
の
記
録
と
考

え
ら
れ
る
が 、
乙
の
頃 、
幕
府
で
は
ご
倍」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る 。

四

『
提
綱』
で
は 、

仏
国
ノ
軍
隊
常戸一世
命
以
来ハ
縦
隊
々
制
ノ
ミ
ヲ
採
用
ス
ル
ニ
癖
シ 、

(
二
二
章)

払
朗
察
革
命
後
ノ
戦
争-一
於
テ
ハ
此
戦
闘
法
益
々
繁
茂
シ 、
(
二
六
章)
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の
よ
うに
「
革
命」
と
い
う
語
を
用い、
『三
兵』
に
も、

舵料
仲
ずれム
ノ
説ニ、
払
朗
察
革
命
ノ
諸
戦
中、
良
地-一
設ル、
二
十
門

ノ
磁
台ハ、
銃
鎗
攻
撃ヲ
以
テ、
之
ヲ
敗ル
ノ一
例ヲ
見ス
ト
云フ、
是
ナ

リ。
(
巻
十
二)

と
い
う
例
が
ある。
『
提
綱』
に
は
ま
た、

此ノ
給
養ノ
法ハ
千
八
百
年
代ニ
至ル
迄
幾ン
ト
連
綿
ト
シ
テ
採
用
セ

リ。
然ルニ
顛
覆
戦
争ノ
際、
仏
朗
察
国ハ
其
軍
隊
ノ
タ
メニ
倉
裏
準
備
ノ

法
ヲ
廃
斥シ、
師ヲ
迎ヘ
タル
異
域ニ
於テ
軍
糧ヲ
欽
メ
シ
メ
タ
リ。
(二

五
九
章)

と
あ
り、
乙
の
文
で
「
顛
覆
戦
争」
の
「
顛
覆」
は
「
革
命」
の
意
味で
用
い

て
い
る
と
考
え
ら
れる。

附耳ル
国ニ
於
テ
千
八
百三
十一
年
ノ
役ニ
常
命
貯
舎
町品
似
ハ
魯
人
ト
対

戦シ、リ払
詑
mb倒ヲ
拝
禦ス
ル
ニ
抜
群
ノ
方
策ヲ
以
テ
河
防鰍却肘ヲ
施シ
タ

j
ノ
。
「
ホ
l
hN
」

国ニ
於
テ
千
八
百
三
十
ヨ
リ
三
十一

年

l，
手

「
レ
イ
ネ
ツ
ヱ
ル
ト」(
人
名)
ノ
畑
覆
ヲ
ミ
ル
ヘ
シ。

と
ある
の
は、
事
実
を
確
か
め
得
な
い
が、
ポ
ー
ラン
ド
の
独
立
戦
争につ
い

て
の
記
事で、
と
乙
に
言
う
「
顛
覆」
も
前の
場
合
と
同
じ
意
味に
用
い
て
い

る
と
考
え
ら
れる。

革
命
を
意
味
する
語
を
辞
書につ
い
て
見
る
と、
『
和
蘭
字
奨』
で
は、
名

詞の
語
形で
は
わ
か
ら
な
い
が、
動
詞
で
は
D自宅
g
pF
U四
円四問団自己口問

Sロ巾
g
gm丹副巳
OB耳
g
に
「
国ノ
支
配ヲ
変ユ
ル」
と
ある。
『
英
華』

で
は、
HNm
g-
55ロ
に、
渓
訳
に
「
変、
乱、
反、
叛、
叛
逆」、
和
訳
に

ク
ワ
イ
テ
ン

カ
イ
カ
タ

「
カ
ク
メ
イ
(
革
命)、
ド
ウ
ラ
ン、
ミ
ダ
レ」。
『
和
訳』
に
「
回
転、
改
革

メ

グ

リ

ウ
ン
コ
ウ

ジ
ユ
ン
タ
ワ
ン

カ
タ
〆
イ

ド
ウ
ヲ
ン

(
政
治ノ)」。
『
英
和』
で
は
「
旋
転、
運
行、
循
環、
革
命、
動
乱」。
そ

一
ア
ン
ヘ
ン

の
第二
版で
は、
ほ
か
に
「
顛
覆、
民
変」。
『独
和』
で
は
「
天
変、
厳シ
キ

変
革
(
政
事/)」
と
ある。
乙
れ
ら
訳語の
例
を
見
れ
ば、
わ
が
国
で
は
早

く
か
ら
「
革
命」
と
い
う
語
が
用い
ら
れ
て
い
た
よ
うに
見
える
が、
そ
れが

必
ずし
も一
定し
て
い
な
かっ
た
の
は、
「
革
命」
とい
う
語
が、
本
来
の
語

義
か
ら
す
れ
ば、
B
SEE
S
の
概
念
と一
致し
な
いと
と
に
よ
る
と
考え
ら

れる。無
是
公
子
の
『
洋
外
通
覧』
(弘
化
五
年
序)
に、

一
千
七
百
九
十三
年
一」鞠
仏
関
西王
羅
徳
勿乙
吉
十
七
世
政
事
刑
罰
不
平

多ク、
百
姓一
授
ノ
為ニ
殺サレ
ケレパ、
其
妃モ
終ニ
命
ヲ
捨
絵
ヒ
ケ

hv。
と
ある
の
は、
一
七
九三
年
(
寛
政五
年)
ル
イ
十
六
世
が
処
刑
さ
れた
事
実

を
述べ
て
い
る
と
考え
ら
れ
る
が、
乙
と
で
は
「
百
姓一
授」
とい
う
語
を
用

い
て
い
る。
明
治に
入っ
て、
中
村正
直の
『
西
国
立
志
編』
(
明
治三
年)

に、
カ
l
ラ
イル
の
事
を
述べ
た
中に、

ソ
ノ
著ハ
セ
ル
「

升叶刈チ

レ|列升川以川刈司刈」
ノ
第一
冊ノ
写
本

eiラ1
フローァ

ヲ
友
人ニ
借シ
タ
リシ
ガ、
返スニ
及ン
テ、
客
堂
ノ
地
板ニ
置キ
シ
ヲ、

ソ
ノ7
7
忘レ
タ
リ。
(
第
四
編)

と
あっ
て、
原
名
を
仮
名
書し
て
い
る。
『
自
由
之
理』
(
明
治
四
年)
に
は、

若シ
怠
筈
ノ
人
民ニ
及
ブコ
ト
ア
リテ、
政
府コ
レ
ヲ
防
ガ
ズ、
人民
久

ウ
シ
テ
堪ル
事
能ハ
ザレパ、
所
謂レ
ヴヲ
ル
シヨ
ン
円
叛
乱〕
ヲ
起シ、

(
第
五
巻)

と
い
う
例
が
見え
る。
加藤
弘
之
の
『
真
政
大
意』
(
明
治
三
年)
に
は、

尤モ
其
内ニ
ハ
暴
君
杯モ
出テ
度々
騒
乱モ
起
リ、
又
殊-
二
度
杯ハ
吋

叫判判川
上玄フ
大
英
傑
ガ
出テ
顛
覆ガ
起
リ、
一
旦
政
体ノ
変ジ
タ
コ
ト

モ
ア
リ
タ
ナレ
ドモ、
(
巻
上)

モンテスキウ

ル
ゾウ

其
後
例ノ
孟
得
斯
答
或ハ
麓
騒
杯、
其
外
多ク
ノ
大
学
者ガ
出テ、
追々
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公
明
正
大
ノ
議
論ヲ
唱へ
テ、
専
治ノ
政
体ヲ
覆
サン
トス
ル
勢ガ
盛ニ
ナ

リ、
夫レ
カ
ラ
大
願
覆
ガ
起
リテ
政
体ガ一
変シ、
(
巻
上)

の
よ
う
に
「
顛
覆」
と
い
う
誇
が
用い
ら
れ、
『
国
法
汎
論』
(明
治
九
年)
に

iu、
此
学
派
仏
国
領
覆
(
按、
一
千
七
百
八
十
九
年ニ
顛
覆
起
リ、
王
室
倒レ

テ
民
主
政
体ト
ナ
リ
タ
リ)
以
来、
欧
羅
巴
大
地(
按、
英
国ヲ
除
キ、
全

欧ノ
陸
地
ヲ
云、)
ニ
於テ、
再三
実
際ニ
用ヒ
ラレ
嘗
テ
此
論ニ
反
セ
シ

徒ス
ラ、
遂ニ
之ヲ
信
用シ、
普
ク
国
法
ノ
理
ヲ
誤ル
ニ
至
リシハ、
莫ニ

欧
洲
ノ
不
幸
上玄フベ
シ。

と
あ
り、
ま
た、
そ
の
注
に、

按、
仏
国ノ
顛
覆
各
国ニ
波
及
シ
テ、
一
千
七
百
年
ノ
末ヨ
リ、
八
百
年

ノ
初ニ
至
ル、
各
国
人
感7
7
ニ
王
室ヲ
倒シ、
以テ
民
主
政
体ヲ
立ン
ト

企
テ
シ
ヲ
云
フ。
全
ク
此
災
害ヲ
免レ
シハ、
独
リ
英
国ノ
ミ。

と
あ
る。
『
哲
学
字
実』
(明
治
十
四
年)
に
HN
20-
5芯ロ
の
訳
に「
革
命、

顛
覆」
の
二つ
の
訳
語
を
あ
げ、
「
按、
興
国
調--
之
革
命-。
亡
国
謂--
之
顛

覆-。」
と
い
う
注
を
加
え
て
い
るが、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
種々
の
訳
語
を
統

一
し
よ
う
と
し
た
跡
が
見
ら
れ
る。

『提綱答古知幾』の語集

五

仏
国
ノ
軍
隊ハ
怠
惰ナル
カユ
ヘ、
税
近
ノ
戦
争ニ
一於
テ
愛ニ
説
キ
タル

ト
同
様
ノ
卒
然
急
襲ニ
屡
陥
溺セ
リ。
O
所
謂
此ノ
戦
例ハ
千
八
百
十
四
年

三
月
九
日
要
多峡
斯倒
ニ
於テ
r
r
影
智似
w
w
r
官
昨
布
斯
隊ヲ
将テ
卒

然
急
襲シ
タル
コ
ト
ア
リ。
(二
O
四
章)

兵
隊ヲ
車内Aロシ
敵
兵ノ
掩
撃シ
来
ル
ヲ
待
タ
ス
然
ニ
(「逆ニ」
の
誤
り

か)
我ヨ
リ
敵ヲ
迎ヘ
撃
チ
又ハ
敵ヲ
掩
撃ス
ル、
之
ヲ
名ケ
テ
捻
撃
陣
地

ト
云
フ。
O
是
故-一
窓
弗
刺
諜ヲ
撃ツ
ト
キハ

特給九
那
剥
列
翁
ノ
魯
貌
越

字
島ニ
占
領シ
タル
陣
地
ノ
如キハ
所調ル
掩
撃
陣
地ナ
リ。
(二
二
四
章)

右
の
例に
見え
る
「
所
謂」
とい
う語は、
そ
の
前に
あ
げた
語
を
受
けて、

「乙
と
に
述べ
た」
と
い
う
意
味
で
用い
て
い
る。
と
の
言
い
方は、
た
と
え

ば
『
大
学』
に
「
所レ
謂一誠ユ
其
意一
者 。
億二
自
欺一
也。」
ま
た、
「
所レ
謂
斉ニ

其
家-
在レ
修-一
其
身-
者。
人
之官一
其
所--
親
愛一
而
辞
駕」
と
あ
る
の
は、
前
文

に
「
欲レ
斉エ
其
家一

者
先
修ニ
其
身-

。
」
「
欲
レ
誠-一
其
意-

者 。

先
致ニ

其
知一

。
」

と
あ
るの
を
受
け
て
「
前に
言っ
た
とと
ろ
の」
とい
う
意
味
で
用い
て
い
る

が、
と
れ
と
同
じ
で
ある。
と
うい
う
言い
方は
漢
訳
仏
典に
も
見ら
れ
る。

と
の
言い
方が
わ
が
国で
ど
の
よ
うに
伝
え
ら
れ
て
き
た
か、
明ら
か
で
ない

が、
漢
文
訓
読の
表
現
が
欧
文
翻
訳に
応用
さ
れた一
例
と
言え
る。

注一
拙
著
『
国
語
語
集の
歴
史
的
研
究』
(二
九
九
|三
0
0ペ
ー
ジ)
多

照。

注
ニ

『
西
洋
見
聞
集
』
(
『
日
本
思
想
大
系
』

印
)

所
収
「
仏
英
行
」

に
よ
る
。

||フェ
リス
女
学
院
大
学
教
授
||
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